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１　連絡先

	〒243-0016　厚木市田村町2-28

神奈川県厚木土木事務所　許認可指導課

電話　046-223-1711（代表）

相模川許認可班　(内)524～525
FAX　046-222-7259


２　河川法の許可の目的

河川及びこれに隣接する一定の区域は、公共の安全と福祉の向上のため（洪水、高潮等による災害の発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持等のため）社会生活上やむを得ない範囲で、河川法により一定の行為が禁止、制約されています。

河川法が適用される区域としては、｢河川区域（注１）｣、｢河川保全区域（注２）｣があります。これらの区域内で一定の行為をする際には河川管理者の許可が必要となります。
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河川区域、及び河川保全区域の範囲については、神奈川県公報により公示されておりますが、詳しいことは担当にお聞きください。
河川法上の主な許可には、次のものがあります。
第24条　河川区域内土地の占用

河川区域内の土地を占用する場合、本条の許可が必要です。河川区域内の土地であっても、河川管理者以外の者がその権原（所有扱、賃借扱等）に基づき管理する土地は、本条の対象となりません。

· 河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地の例として、河川区域内にある私有地などがあります。（権原は土地登記簿等で確認できます。）

第26条　工作物の新築等

河川区域内の土地において、工作物（注３）を新築、改築、又は除却する場合、本条の許可が必要です。本条の対象は河川区域内の一切の土地です。すなわち河川区域内の土地が民地等河川管理者以外の者が管理する土地であっても適用されます。

第27条　土地の掘削等

河川区域内の土地において、土地の掘削、盛土もしくは切土その他土地の形状を変更する行為、又は竹木の栽植若しくは伐採をする場合、本条の許可が必要です。本条の対象は河川区域内の一切の土地です。ただし、前条の許可に係る行為には、本条の許可は必要ありません。

第55条　河川保全区域内における行為

河川保全区域において、土地の掘削、又は切土その他土地の形状を変更する行為、もしくは工作物の新築、又は改築をする場合には本条の許可が必要です。

ただし、次の①から③に該当する場合には原則として許可を要しません。

1 耕うん

2 堤内の土地（注４）における地表３ｍ以内の盛土（ただし堤防に沿って行う盛土で堤防に沿う部分が２０ｍ以上のものは許可が必要です。）

3 堤内の土地における地表から深さ１ｍ以内の土地の掘削又は切土

ただし、②、③に関しては、河川管理施設（注５）から５ｍ以内の土地における場合は全て許可が必要となります。
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まず、申請行為がどの条文に該当するか確認してください。多くの場合、複数の条文が関係しますが、申請はまとめて一本で結構です。例えば、排水管を設置する際には、２４・２６・５５条が関係する場合がほとんどですが、この場合には、申請は一本で結構です。

なお、この他に第２０条（河川工事等の承認申請）、第２３条（流水占用）があります。これについて説明は省略しますが、基本的には同様です。

３　厚木土木事務所の管理河川

　河川法に基づき、一級河川、又は二級河川として指定され当所が管理している河川の概要は次のとおりです。

【所管区域】
　厚木市、相模原市、厚木市、海老名市、座間市、寒川町、愛川町、清川村

【河川名と管理区域】
〈一級河川〉

	河川名
	当所の管理区域
	河川保全区域

(原則として)

	相模川
	神川橋上流端から小倉橋上流端まで

（注）神川橋上流端から河口までの管理

　　　　　→国土交通省京浜河川事務所相模出張所

　　　　　（TEL　0463-21-3713）

　　　小倉橋上流端から上流の管理

　　　　　→津久井治水センター

　　　　　（TEL　042-784-1111）
	河川区域線から２０ｍ

	中津川
	塩水川合流点から南沢橋まで・及び横須賀水道取水口上流約45ｍ付近の標識から相模川合流点まで

（注）南沢橋から横須賀水道取水口までの管理

　　　早戸川及び川弟川

　　　　　→国土交通省相模川水系広域ダム管理事務所

　　　　　（TEL　046-281-6911）
	河川区域線から５ｍ～２０ｍ

	小鮎川
	中川橋から相模川合流点まで
	河川区域線から１０ｍ

	荻野川
	上荻野地内から小鮎川合流点まで
	河川区域線から５ｍ

	玉川
	七沢川、日向川合流点から相模川合流点まで
	河川区域線から１０ｍ

	細田川
	森の里若宮公園から玉川合流点まで
	河川区域線から５ｍ


以上は概略を示したものですので、詳しくは担当にお聞きください。

なお、これ以外の河川については、基本的には市町村が管理しています。なお、砂防指定地内行為、国有財産法の使用許可、境界確定等、当所で取扱っているものもあります。

４　許可申請の方法
(1) 事前相談
申請に先立ち、必ず申請人若しくは代理人が来所のうえ、申請内容を説明してください。

その際には、工事施行内容がわかる図面（実測平面図、横断図）及び現況写真を持参してください。これに基づき、占用工作物の設置目的の必然性、治水・利水上の支障の有無、河川の将来改修計画への適合性、技術基準への適合性、許可基準への適合性等を総合的に判断し、河川管理上支障がないと認められるものについては、申請の手続に入っていただきます。

なお、必要書類の整備については、その際説明させていただきます。

また、担当が出張している場合もありますので、事前に必ず担当あて電話で連絡したうえ、来所ください。
関係法令の手続については、河川法と並行して進めてください。

(2) 許可申請
ア　許可権者

許可権者は次のとおりです。詳しくは担当にお問い合わせください。

◆ 厚木土木事務所長･･･堤内地（堤防によって護られている側）の占用、内径600mm未満の排水管・柱類・添架物・仮設の物件等の設置、河川保全区域内行為等
◆ 神奈川県知事･･･････上記以外の件

イ　申請書類提出部数

◆ 知事許可･･･２部（副本として一度預け、許可書と共に返却する場合は＋１部）
◆ 所長許可･･･１部（副本として一度預け、許可書と共に返却する場合は＋１部）
ウ　標準処理期間

申請から許可までの標準処理期間は次のとおりですが、申請書類は許可日までの十分な時間的余裕をもって提出してください。

	
	所長許可
	知事許可

	河川区域内の土地の占用（第２４条）
	２０日
	４０日

	河川区域内の工作物の新築等（第２６条）
	２０日
	４０日

	河川区域内の土地の掘削等（第２７条）
	１４日
	

	河川保全区域内における行為（第５５条）
	１０日
	


 (注) この日数には、土・日・祭日・年末年始や、書類の補正に必要な日数等は含みません。

エ　申請書類

申請は次の書類に必要事項を記入のうえ提出してください。添付書類については後述いたします。

(ア) (様式甲) 許可申請書

＊ 宛名は、許可権者に合わせて記入してください。

＊ 申請者が法人である場合は、「氏名」にはその法人の名称及び代表者の肩書・氏名を記載してください。
＊ 「第　　条」の箇所に該当する根拠条文をすべて記載してください。

＊ 代理申請の場合、委任状（後述）を添付してください。
(イ) (乙の２) 土地の占用

＊ 占用の場所は、２４条にかかる土地登記簿上の地番を記入してください。

＊ 占用面積は、２４条にかかる求積図の面積を記入してください。

＊ 占用の期間は、担当にご相談ください。
(ウ) (乙の４) 工作物の新築、改築、除却

＊ 第２６条、第５５条に関係する場合提出してください。
＊ 場所は、２６条（５５条）にかかる土地登記簿上の地番を記入してください。
＊ ４、５について、物件数が多い場合は別紙に記入してください。
＊ 工事の実施方法については、直営（申請者自ら施工する場合）以外は請負と記入してください。

＊ 工期は、余裕のある期間を設定してください。
(エ) (乙の５) 土地の形状の変更、竹木の栽植、竹木の伐採

＊ 第２７条、第５５条に関係する場合提出してください。
オ　申請書の提出

申請書を提出される際は、事前に担当あてに連絡し、できるだけ担当者に提出してください。

５　許可書を受け取ってから

(1) 許可になりましたら、電話で連絡しますので許可書を受け取りに来てください。この許可書が交付されるまでは、いかなる事情があっても工事に着手することはできません。

(2) 許可書を熟読し、条件を遵守し施工してください。また、申請内容どおり工事を施行してください。申請内容、許可条件は現場責任者まで周知徹底してください。

(3) 占用料については、納入通知書を交付しますので、定められた期日までに納入してください。納入期日を過ぎると延滞金が発生することがあるので注意してください。

(4) 着手届は工事着手３日前までに、完成届は工事完成後２週間以内に写真（着手前、施工状況、出来形）を添付して提出してください。写真は、許可の内容、許可条件が遵守されているか否かが判断できるように物差し等をあて、必要枚数を添付してください。また、写真は着手前、施工状況、出来形の順に編集し、余白に説明をつけてください。

(5) 工事施行期間を遵守してください。期間内に工事を完成することができないと予測される場合は、期間満了の１４日前までに担当へ連絡して指示を受けてください。

(6) 完成届が提出されると当所で完成検査を実施します。特に指示のない限り申請者の立会いは必要ありません。また、検査に合格した場合でも、こちらから特に連絡はいたしません。

(7) 工事の施行にあたっては、次の事項を遵守してください。

ア 現場管理を十分に行い、絶対に事故のないようにしてください。

イ 既存の河川管理施設その他工作物を損傷した場合は、直ちに当所に連絡し、原形復旧してください。

ウ 付近住民等関係者と十分調整を行ってください。
エ 工事の実施に当たっては、見やすい場所に許可番号、許可工事施行期間及び現場責任者の氏名、連絡先等の事項を記した表示板を提示してください。
オ 工事中に河川内に工材、廃棄物、排水等を排出しないでください。

カ 工事が完了したときは、機材その他工事に使用した物件をすべて現場から搬出し、整理してください。
キ 異常気象時に対応できる体制を確保しておいてください。

６　その他

(１) 許可書及び申請書は、大切に保管しておいてください。

(２) 設置した工作物の維持管理に十分留意してください。

なお、改築する場合は、改めて許可が必要となりますので、事前にご連絡ください。
(３) 占用を廃止する場合は、当所に連絡し指示を受けてください。廃止届の手続きが必要となります。
(４) ２４条（土地の占用）が関係する物件については、次の事項にご注意ください。
　ア 占用には許可期間があります。期間満了後も引き続き占用する意志がある場合は、継続占用更新許可の手続が必要となります。期間満了の２か月前までに当所に連絡し指示を受け、改めて申請手続を行ってください。

　イ 占用の権利は許可なく譲渡できません。譲渡する場合には、許可を受けることが必要となりますので、当所に連絡し指示を受けてください。

 (５) その他、疑問点がありましたら担当までお問い合わせください。

７　申請書添付書類の作成

	申請様式及び添付図書
	土地の占用
（24条）
	工作物の新築等

（26条）
	土地の形状変更等

（27条）
	河川保全区域内の行為許可

（55条）

	１　許可申請書（別記様式第八（甲））
	◎
	◎
	◎
	◎

	２　土地の占用（乙の２）
	◎
	
	
	

	３　工作物の新築、改築、除却（乙の４）
	
	◎
	
	◎

	４　土地の形状の変更、竹木の栽植、竹木の伐採（乙の５）
	
	
	◎
	◎

	５　事業計画の概要図書
	○
	○
	○
	○

	６　位置図
	◎
	◎
	◎
	◎

	７　実測平面図
	◎
	◎
	◎
	◎

	８　縦断面図
	○
	○
	◎
	○

	９　横断面図
	○
	○
	◎
	○

	10  面積計算書及び丈量図（求積図）
	◎
	◎
	◎
	◎

	11  土量計算書
	
	○
	○
	○

	12  河川占用工作物等一覧表
	○
	○
	○
	○

	13  工作物の設計図（平面･正面･構造図等）
	
	◎
	
	○

	14  構造計算書
	
	○
	
	○

	15  流量計算書
	
	○
	○
	○

	16  公図（写）
	◎
	◎
	◎
	◎

	17  境界確定図
	○
	○
	○
	○

	18  正当な権原を示す書類
	
	○
	○
	○

	19  工程表
	
	○
	○
	○

	20  工事計画書
	
	○
	○
	○

	21  現況写真
	◎
	◎
	◎
	◎

	22  利害関係者の同意書、承諾書
	○
	○
	○
	○

	23  他の事業に及ぼす影響及びその対策
	
	
	○
	○

	24  他の行政庁の許可書（写）
	○
	○
	○
	○

	25  市町長の意見書
	○
	○
	○
	○

	26  誓約書、念書
	○
	○
	○
	○

	27  委任状（代理人が申請する場合）
	○
	○
	○
	○

	28  その他（特に指示するもの）
	○
	○
	○
	○


注：「◎」は申請に当たり必ず提出するもの。「○」は、必要に応じて提出するもので、申請相談時に指示します。
８　申請に必要な提出書類の作成要領

	申請様式及び添付図書
	作成要領

	１　許可申請書
（別記様式第八（甲））
	1 申請者の住所、氏名、適用条文及び連絡先を記載してください。

2 申請年月日は、原則として提出日としてください。

3 提出先は、神奈川県知事又は厚木土木事務所長です。許可権者に対応して申請してください。

4 適用条文には、申請に伴う該当条文をすべて記載してください。

5 連絡先には、申請者の部署が申請される場合はその部署の担当者の連絡先を、代理申請される場合は代理人の連絡先を記載してください。なお、代理人申請の場合には、委任状を提出してください。

	２　土地の占用
（乙の２）
	1 法24条による申請をする場合で、工作物の伴わない部分の土地の占用の場合に、この（乙の２）の様式を提出してください。

（例）・　工事作業ヤード等更地で占用

・　盛土して搬出入路として占用

・　植木を植栽し占用（工作物の伴う土地の占用の場合は、次の（乙の４）により提出してください。）

2 河川許可の対象となる土地は、河川区域内の国有地（河川、堤防等の無番地の土地や河川用地として建設省又は国土交通省名義で地番登記している土地）です。

3 占用場所は、左岸、右岸別に申請箇所の地番又は直近の地

番を公図で確認し公図上の地番で記載してください。

4 占用面積は、求積図の河川区域内の占用面積を記載してください。

5 占用の期間は、占用目的等を考慮し調整します。

	３　工作物の新築、改築、除却

（乙の４）
	1 法24条、26条、55条が関係する工作物の新築、改築、除却の場合に提出してください。

2 場所は、左岸、右岸別に申請箇所の地番又は直近の地番を、

　　公図で確認し公図上の地番で記載してください。

3 工作物の名称又は種類、工作物の構造又は能力欄は、物件数が多い場合下記「13河川占用工作物等一覧表」に整理してください。

4 工事の実施方法は、直営以外は請負と記載してください。
5 工期は、余裕を持ってとってください。なお、工事内容によっては、出水期対策等河川管理上の立場から認められない時期がありますのでご注意ください。

	４　土地の形状の変更、竹木の栽植、竹木の伐採

（乙の５）
	1 法27条、55条が関連する土地の形状の変更、竹木の栽植、竹木の伐採を行う場合に提出してください。

2 行為の場所は、左岸、右岸別に申請箇所の地番又は直近の地番を公図で確認し公図上の地番で記載してください。

3 行為の期間は、工期及び存置の期間を記載してください。

	５　事業計画の概要図書
	申請に関する事業の計画概要、必要性を具体的に記述してください。特に次の事項に該当する場合には、必ずこれらのことを含めて記載してください。

1 工作物をやむを得ず河川区域内に設置しなければならない合理的な理由（例：他の場所で設置を検討したが、設置が不可能で最終手段として申請地を選定した代替案の検討経緯等）

2 変更申請の場合は、変更しなければならない理由

3 申請前に事前協議を行っている場合には、協議の概要の記録や経緯の記録、事前協議の回答の写し

4 河川管理施設との関連で工作物を設置する場合には、物理的、社会的、経済的に比較検討を行った検討資料。

5 全体計画との関連で工作物を設置する場合には、全体計画の概要（例：開発行為の排水施設については開発の全体計画。農業用取水堰については水利権、灌漑エリア等の全体計画。送電線については、全体計画。）

6 変更計画については、既許可書の写し


	６　位置図


	1 縮尺１/2,000程度の地図を利用して申請箇所の位置を示してください。
2 案内図と同様に申請箇所を赤字で具体的に図示し、「申請箇所」と朱書きしてください。

	７　実測平面図

　　《実測平面図記載例》
	1 原則として、縮尺は１/100～１/250程度とし、左岸側（上流から見て左側）が図面の左側にくるように作成してください。

2 申請に係る行為によって当該河川に影響があると判断される区域まで実際に測量して、図面を作成してください。

3 堤防･護岸等の河川管理施設や水制、奇州等の状況、流水の方向、道路の位置等申請に係る区域の平面的な外形を正しく図示してください。

4 河川区域線（赤の実線）、河川保全区域線（黄色の実線）、　　河川改修計画法線（緑の点線）、河川用地境界線（一点鎖線）、　　申請工作物等（橙色等申請内容が分かる色表示で）を正し　　く図示してください。

なお、河川区域、河川保全区域の範囲については許認可指導課に、河川改修計画法線、改修断面（計画河床、定規断面、高水位等）については河川砂防第一課にお聞きください。

5 フェンス、堤脚水路等延長の長いものは、旗上げしてください。

6 官民境界が不明な場合は、申請に先立ち別途許認可指導課財産管理班に申請し、境界確定を行ってください。

7 横断図面に照会できるよう、図面上に測点（例：Ａ－Ａ´）を記載してください。

8 図面の見やすい位置に図面番号、図面名、縮尺等を表示してください。他の添付図面も同様に表示してください。

	８　縦断面図

《縦断面図記載例》
	1 申請箇所の上下流20ｍから100ｍ程度の範囲の縦断面図を作成してください。

2 測点、単距離、追加距離、現況の河床高・右岸堤防・左岸堤防、将来河床高、計画の河床高・高水位・堤防高、工作物又は土地の形状の変更の高さについて、各測点ごと数値を記載してください。

3 原則として、縮尺は１/100～１/500程度とし、図面の左側が起点となるように作成してください。

4 横断構造物（橋・堰等）は、必ず記載してください。

	９　横断面図

《横断面図記載例》
	1 １/100～１/250程度の縮尺で、工作物又は土地の形状変更の係る部分の上流側、下流側、中間点、特異点等河川に対する横断方向の状況がポイントごと審査できる横断面図を作成してください。

2 実測平面図に各測点を記入し、横断面図と照合できるようにしてください。

3 上流から下流を見通し、左岸側が左側にくるよう作成してください。

4 測量に当たっては、両岸堤防の各堤内地側の状況がわかる　　程度の範囲まで測量してください。

5 現況河床、堤防、護岸、現況地盤等を数値をつけ記入の上、工作物等の計画内容を数値を付け図示してください。

6 図面に河川区域線（赤の実線）、河川保全区域線（黄色の実線）、河川用地境界線（一点鎖線）、申請工作物等（橙色等申請内容が分かる色表示で）を記載の上、河川改修計画の計画河床、計画断面、計画高水位を数値を付け記載してください。

	10 面積計算書及び丈量図

《面積計算書及び丈量図の記載例》
	1 原則として、縮尺は１/100～１/250程度とし、実測平面図を利用して、工作物、土地の形状の変更等の面計算書を作成してください。

　　また、土地の占用が伴うものは、占用部分について同様の縮尺で丈量図（求積図）を作成してください。

2 求法は原則として、三斜求積法（三角形による求積）とし、同一図面中に計算表を記載してください。

3 求積図の河川区域内の河川用地（占用部分）はピンクで、河川区域内の他の管理者の土地（私有地、道路管理者が管理する道路等）は茶色で、河川保全区域内は黄色で着色してください。

4 工作物が重複している場合は、外郭の投影面積を求積してください。

5 河川区域、河川保全区域の両者にまたがる場合は、それぞれの区域ごと別々に計算してください。

	11 土量計算書
	1 掘削、盛土、切土、その他土地の形状変更を行う場合はそれぞれについて土量計算を行い、土量計算書を作成してください。

2 平面図、断面図などにも盛土などの範囲を図示してください。

	12　河川占用工作物等一覧表

《河川占用工作物等一覧表記載例》
	1 申請に係る物件数が多い場合には、物件別に行為内容を整理し、河川占用工作物等一覧表を作成してください。

2 工作物の規模、数量

· 面積及び延長は、水平投影で求めてください。

· 管類は延長で算定します。巻付コンクリート、うなぎ止め、矢板等は管と一体をなすものとして管の延長で算定します。なお、外径も表示してください。

· 開渠（Ｕ字溝等）は、面積で算定します。

· 管類の支持コンクリート、布団篭、水叩は、管とは別の工作物とみなし面積で算定します。

· 線類は延長で算定し、１箇所から１箇所への横断を１本、又は１条で算定します。

· 柱類は本数で算定します。

· 工作物が重複して占用している場合は、それぞれの工作物ごとに求積してください。

· 建築物については、建築面積の他に汚水桝、雨水桝、浄化槽、排水管等も忘れずに計上してください。

· 土地の形状変更については、面積及び体積（土量計算）を算定します。

	13　工作物の設計図
	1 工作物の平面図、正面図、側面図、構造図を作成してください。必要に応じて、構造詳細図を添付してください。

2 縮尺は、次のものを除き適宜選択してください。

· 工作物の構造図　縮尺１/100～１/200程度（詳細図は適宜）

· 取次護岸の平面図　　縮尺１/100～１/250程度（詳細図は適宜）

· 取付護岸の断面図　　縮尺１/100～１/200程度（現況河床及び計画河床高を明記）

· 取付護岸の構造図　　縮尺１/50～１/100程度

· 堤外導水路の構造図　縮尺１/20～１/50程度

3 工作物正面図　橋梁等河川の横過物については、河川改修計画の計画断面、計画高水位及び計画高水位に加える値（余裕高等）を記載してください。

4 工作物の側面図　排水樋管等堤体横過物については、河川改修計画の計画断面を記載し、極力、対岸及び背後地盤も記載してください。
5 正面図及び側面図は、申請工作物と現況河床、計画河床、河川管理施設との関係が明らかになるように作成し、計画高水位を明示してください。

6 堤体を横過して設置する工作物の側面図には、現況及び計画勾配、計画河床高、計画高水位を明示し、背後地盤を記載してください。

7 各図面には、必要に応じ河川区域線（赤の実線）、河川保全区域線（黄色の実線）、河川用地境界線（一点鎖線）を記載してください。

8 建築物については、基礎、櫓、桝類の構造図も添付してく

　　ださい。

	14　構造計算書
	1 構造物の安全性や堤防、護岸等河川管理施設への影響を審査するため、橋梁、堰、桶管、樋門等重要工作物については、構造安定研鑽所を添付してください。

2 橋梁の下部構造物等の地下埋設状況の安全性等を審査するため、必要に応じて柱状図（ボーリングデータ）を添付してください。

	15  流量計算書
	1 雨水調整池、排水樋管等河川への流出の伴う工作物については、各河川のネック箇所への影響を計算し許容法流量（オリフィス口径）計算書を作成してください。

	16  公図（写）

《公図（写）記載例》
	1 申請年月日から３か月以内の法務局作成の公図（写）で、申請箇所の左右岸の分かるものを作成してください。余白に転写年月日、転写場所、転写した者の氏名を記載してください。

2 公図（写）に大字名、字名、方位、縮尺、河川区域線（赤の実線）、河川保全区域線（黄色の実線）、申請工作物等（橙色等申請内容が分かる色表示で）を記載してください。

3 申請する工作物等を設置する箇所に、公図上の番地が付されている場合は、申請箇所及びその周辺の土地所有者名を公図（写）に記載してください。

	17 境界確定図
	1 申請する工作物等の設置する箇所が河川用地と民地の境界に接する場合等には、官民境界確定図（写）を添付してください。

2 官民境界が不明な場合は、申請に先立ち別途許認可指導課財産管理班に申請し、境界確定を行ってください。

	18 正当な権原を示す書類
	1 申請する工作物等の設置する箇所が、河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地（民地、道路管理者が管理する道路敷等）の場合には、正当な権原を示す書類（土地登記簿謄本と賃貸借契約書・起工承諾書（写）、許可書（写）等）を添付してください。

	19  工程表
	1 工程期間が長期に渡る場合や、工事内容が複雑な工程により施工する場合には工程表を作成してください。

	20  工事計画書
	1 橋梁等の施工に伴い河川敷を使用し作業ヤード、仮設足場を設置する場合や瀬廻し工事をする場合等には、工事計画書を作成してください。

	21  現況写真
	1 写真は、上流側、下流側、対岸側、背後地側等から申請に係る土地、河川、周辺の状況が分かるよう撮影してください。

2 写真上に施工箇所、川の流向を赤で明示してください。

3 写真には番号を付し、位置図等に撮影場所、撮影方向を図示してください。また、撮影年月日を記載してください。

	22 利害関係者の同意書、承諾書
	1 付近住民、水利権者等との間に利害関係が生じる場合は、その者の同意書又は承諾書を添付してください。

なお、書類の有無にかかわらず関係者とは十分調整を行ってください。

	23 他の事業に及ぼす影響及びその対策
	1 掘削等土地の形状変更を行う場合であって、その行為により他の事業に及ぼす影響が予想される場合には、その内容とそのために講じる対策を記載してください。

	24 他の行政庁の許可書（写）
	1 河川法の申請行為に関係して必要となる他の行政庁の許可等（例：都市計画法の開発許可、農地法の農地転用許可、道路法の道路占用許可等）を受けている場合は、その許可書の写しを添付してください。

2 許可等を申請中の場合は、申請書の写しを添付し、許可等の見込み、行政庁担当者の連絡先を記入してください。

	25 市町長の意見書
	1 工事完了後に市町に工作物を引き継ぐ場合等に、市町長の意見書を添付してください。

	26  誓約書、念書
	1 必要に応じて次の事項を記載した誓約書又は念書を提出してください。

· 誓約書には、日付、宛名、誓約者名、印を忘れず記載、押印してください。

· 文頭に申請内容、申請位置を簡潔に記載してください。例：「○○川○○番地先の橋梁設置許可申請について」

	27  委任状（代理人が申請する場合）
	1 本人（申請者）から代理人あての委任状を添付してください。

2 「○○川○○番地先の○○に係る河川法申請の一切の件」等委任範囲を明記してください。

	28 その他（特に指示するもの）
	1 審査に当たり、上記以外で特に必要な場合に指示された図書を添付してください。

2 提出する計画図等については、各基準書に基づき作成したものを提出してください。　　　　　　　　　　　　　　　　


別記様式第八（甲）

許可申請書

年　　月　　日

神奈川県知事　又は　神奈川県厚木土木事務所長　殿

申 請 者　

郵便番号　254-00♯♯
住　　所　厚木市○○町1-2-3
氏　　名 　○ ○ ○ ○ 組 合　
理事長　○○　○○
電話番号　0463-##-####
別紙のとおり､河川法第　24・26・27・55　条の許可を申請します。

連　絡　先

	担　当
	工務部　建設課

	部課名
	○野　○夫

	住所
	厚木市△△町３－２－１

	電　話
	0463-##-####


備　考

１　申請者が法人である場合においては、氏名は､その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。

２　第39条の規定により許可の申請を同時に行うときは、「第　　条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。
（乙の２）

土　地　の　占　用

	１　河川の名称

一級河川　小鮎川　左岸

	２　占用の目的及び態様

橋梁《○○橋》新設に伴う工事作業ヤードの設置。

作業ヤードにクレーンを配置し、橋梁上部工を吊り上げ施工する。

	３　占用の場所

厚木市○○字△△1600番２地先

	４　占用面積

工事作業ヤード　　482.30㎡

	５　占用の期間

許可の日から○○年○○月○○日まで


備考　１　「占用の目的及び態様」については、田、畑、運動場、公園等を設置する等のため使用する旨を記載し、さらにその使用方法の概要を記載すること。

２　許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更しない事項についても記載し、かつ変更する事項については、変更前のものを赤色で併記すること。

（乙の４）

	１
	河川の名称
	一級河川　小鮎川　左右岸

	２
	目的
	橋梁《○○橋》の新設

	３
	場所
	厚木市○○字△△1600番１地先（左岸）から

厚木市○○字△△2100番２地先（右岸）まで

	４
	工作物の名称及び種類
	橋梁（○○橋）及び取付道路　　　　　　　　　

	５
	工作物の構造又は能力
	プレテンション方式ＰＣ単純Ｔ桁橋（上部工）

逆Ｔ式橋台・杭基礎（場所打ち）　（下部工）

	６
	工事の実施方法
	請負
　　　　　

	７
	工期
	許可の日から○○年○○月○○日まで　

	８
	占用面積
	890.23㎡

	９
	占用期間
	許可の日から○○年○○月○○日まで


工作物の新築、改築、除却


　　　　　　　　　　　

備　考

１　「工作物の新築､改築、除却」の箇所には､該当するものを記載してください。

２　河川管理者以外のものがその権限に基づき管理する土地における工作物の新築、改築又は除却にあたっては、「占用面積」及び「占用の期間」については記載しないでください。

３　許可を受けた事項の変更の許可申請にあたっては、変更しない事項についても記載し､かつ変更する事項については変更前のものを赤色で併記してください。
（乙の５）
土地の形状の変更、竹木の栽植、竹木の伐採
1. 河川の名

二級河川　小鮎川　左岸

2. 行為の目的

　散策路整備に伴う出入通路（盛土）及び栽植（あじさい）

3. 行為の場所及び行為に係る土地の面積

　　　厚木市○○字△△1600番１地先

4. 行為の内容　　　

	区　　　分
	河川区域内
	河川保全区域内
	摘　　　要

	１出入通路（盛土）
	290.45㎡
(410.00㎥)
	50.90㎡
(110.20㎥)
	H=1.0 ～ 2.0m

	2 栽植（あじさい）
	210.10㎡

（30本）
	110.20㎡

(15本）
	H=0.5m


5. 行為の方法

　　　出入通路は小型のバックホー、ホイルローダー等で盛土、転圧を行う。栽植は人力で行う。

6. 行為の期間

　　　工　　　期　　許可の日から○○年○○月○○日まで　　

　　　存置の期間　　許可の日から○○年○○月○○日まで
　備  考
1. 「土地の形状の変更、竹木の栽植、竹木の伐採」箇所には該当するものを記載すること。

2. 「行為の内容」の記載については、次のとおりとすること。

1 土地の形状を変更する行為にあっては、掘さく、盛土、切土その他の行為の種類及び掘さく又は切土の深さ盛土の高さ等を記載すること。

2 竹木の栽植または伐採にあっては竹木の種類及び数量を記載すること。

3. 「行為の方法」の記載については、次のとおりとすること。

1 機会を使用して土地の形状を変更する場合にあってはその機械の種類能力及び数を記載すること。

2 行為に係る土石等の搬入の方法及び経路を付記すること。

4. 許可を受けた事項の変更の許可申請にあたっては、変更前のものを赤色で併記すること。



N
実測平面図記載例     〔Ｓ＝1：100〕


B　　　　　Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川保全区域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川改修計画法線
河川区域線　　　　　　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　　≏　　　　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（左岸）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　　　　　≏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　○　○　川　→　　　　53.00m　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
                       7.00m

　　　　　　　　　　　　　　　  　　18.00m
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　　　　　≏　
　　　　　　　　　　　（右岸）　
　　　　　　　　　　　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　　　　　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏　≏
河川区域線　

河川改修計画法線　
河川保全区域線

　　　　　　　　　　　　　　Ｂ´　　　　　　　　　　Ａ´

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川用地境

《縦断面図記載例》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1:500　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1:100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　

　　　

    

     　12,48計画堤防高＋3.6m　

HWL  +3m　　　　　　　　　　　　申請工作物
　　　　　             10.580


                      計画川床高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

DL=0.00




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　
                                                                                            　　　　　　　　　

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     
　　


                                                                                   
　　　　　　　　　　　　




《横断面図記載例》

横断面図

〔Ｓ＝1：100〕




《面積計算書及び丈量図の記載例》

求積図

（Ｓ＝1 / 100）
　　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　


　　



             　（河）　　　（道路）　（河）
計算表

	区分
	項目
	面積（㎡）
	積算根拠

	河川区域


	占用　　　　

	109.78


	1 ○○×○○×1/2=○○○
2 
3 
4 

	〃
	その他

（市道２号）
	 27.06
	5 
6 

	〃
	計
	136.84
	

	河川保全区域
	私有地
	 38.12
	7 
8 
9 


《河川占用工作物等一覧表記載例》
河川占用工作物等一覧表
	工作物等名称
	種類･規模・構造・能力
	２６条
	２４条
	２７条
	５５条

	
	
	河川区域内工作物等
	河川占用
	河川区域内土地形状変更等
	河川保全区域内工作物等
	河川保全区域内土地形状変更等

	１　橋梁
	ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ方式ＰＣ単純Ｔ桁橋（上部工）
逆Ｔ式橋台・杭基礎（現場ｳﾁ（下部工
	600.52㎡
	560.38㎡
	−

	120.56㎡
	−


	２　取付道路
	アスファルト舗装
	250.30㎡
	250.30㎡
	−

	185.80㎡
	−


	３　転落防止柵
	金網フェンス　Ｈ＝1100ｍｍ
	40.50m
	40.50m
	−
	−
	−

	４　排水管
	ヒューム管　外形820ｍｍ
　　　　　　 内径700ｍｍ
	32.45m


	32.45m


	−

	20.00m

−
	−


	５　搬出入路
	盛土
	−
	450.60㎡
	450.60㎡
(1245.00㎥)
	
	132.56㎡
(430.00㎥)

	６　作業ヤード
	
	−
	756.00㎡
	−
	
	

	７　瀬廻し
	盛土
	−

	−
	538.00㎡
(1530.00㎥)
	−
	−

	８　瀬廻し


	切土

	−

	−

	456.00㎡
(1760.00㎥)
	−

	−

	９　植栽　
	アジサイ
	−
	120.00㎡
	15本
	−
	−

	合計
	
	
	2,137,28㎡
	
	
	


《公図（写）記載例》　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　　下山田字川上　　　　　　　　　　　　　（Ｓ＝１／６００）　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川保全区域線

　　　　　　　　　　　　　　　　2079            2100　畑200㎡　　　　　　2101 畑250㎡ 
                                畑　90㎡       ○○市○○町１９１０      ○○市○○１５９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○田○男　　　　　　　　　○野○夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川区域線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　○○川　→
　　　　　　　　　　　　1599-2　　　　　　　　　　　　　　　　　  　1600-2　　　　　　　　　　1601-2

                      畑　135㎡                                    田　150㎡                 田　163㎡ 
                                                                    建設省

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川区域線

                       1599-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1600-1　　　　　　　　　 　1601-1

                     畑　390㎡                                   　  田　450㎡                 田290㎡

                     ○○市ＸＸ町１９０                             　○○市△△町１０００     ○○市△△町１－９  

　　　　　　　　　　　○谷○郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○山△夫　　　　　　　　　○沢△夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川保全区域線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


上山田字川中
転写年月日　Ｈ14.2.1

転写場所　 ○○法務局○○出張所    

転写者名   ○川○夫                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（注１）河川区域とは･･･（第６条）


河川を構成する土地の区域であり、次の２種類があります。


１　現状の地形等からみて特別の指定行為を経ないで河川区域となるもの


河川の流水が継続して存ずる土地の区域


水生植物が生茂している等、河川の流れが継続して存ずる土地に類する状況を呈している土地の区域


河川管理施設の敷地である土地の区域（これを「２号地」といいます。）


２　河川管理者の指定によって河川区域となるもの


堤外の土地（堤防より河川側の土地）の区域のうち、１号地と一体として管理を行う必要があるものとして河川管理者が指定した区域（これを３号地といいます。）


（注２）河川保全区域とは･･･（第５４条）


河岸又は堤防、護岸等の河川管理施設を保全するため、河川区域に隣接する一定の区域を指定するもので、工作物を設置する場合等について許可が必要となります。





(これを「１号地」


といいます。)





（注３）工作物とは･･･


河川管理施設となる工作物は法26条の許可対象にはなりません。


許可対象となる工作物は、土地に定着しているものに限られません。


（法第26条の対象となる工作物の例）　管類等、光ファイバーケーブル類、潜水橋、道路、自転車歩行者専用道路、坂路、階段、架空線類、河底横過トンネル、地下工作物及び船舶係留施設、等で河川区域内に設置することが必要やむを得ないもの


（注４）堤内の土地とは･･･


　　　　田畑や家屋など「堤防によって護られている側の土地」をいいます。


（注５）河川管理施設とは･･･


ダム、堰、水門、堤防、護岸、床止め、樹林等河川の流水によって生ずる公共の利益を増し、公害を除去し又は軽減する効用を有する施設をいいます。





－ 5 －





原則として提出日を記載してください。





申請に係る条文をすべて記載してください。


申請に伴う該当条文が何条なのかは、申請相談時にご案内します。





申請者の部署が申請される場合は、その部署の担当者の連絡先を、代理人が申請される場合は代理人の連絡先を記載してください。


なお、代理人申請の場合は、別途委任状を提出してください。





河川区域内の河川管理者の土地（公図上の河川、堤防等で無番地の土地や建設省又は国土交通省名義で地番登記している土地）を工事作業ヤード等更地で使用する場合、盛土して搬出入路として使用する場合、植木を植栽し使用する場合等工作物の伴わない部分の土地の占用の時に、この様式に記載


26条の工作物の設置を伴って占用する場合には、（乙の４）に記載し（乙の２）は不要





上流から下流側を見て左側が左岸、右側が右岸です。両岸にまたがる場合は、左右岸と記載してください。





字名は公図上の字名を、地番は公図地番がある時はその地番を、無地番の時は「○○地先」としてください。


別途提出の公図（写）の申請箇所と合致させてください。





別途提出の求積図の面積を小数点以下第２位まで記載してください。








出水期対策等河川管理上の立場と申請内容とを考慮し、申請相談時に調整させていただきます。





字名は公図上の字名を、地番は公図地番がある場合はその地番名で、無番地の時は「○○地先」と直近地番の地先名で記載してください。


別途提出の公図（写）の申請箇所と合致させてください。





直営又は請負の別を記載してください。





工期は余裕を持って設定してください。


出水期対策等河川管理上の立場と申請内容とを考慮し、申請相談時に調整させていただきます。





別途提出の求積図の面積を記入してください。


単位は、小数点以下２桁まで記入してください。


占用のない場合は、「－」と記載してください。





物件数が多い場合は、別紙「河川占用工作物等一覧表」を作成し整理してください。





上流から下流側を見て左側が左岸、右側が右岸です。両岸にまたがる場合は、左右岸と記載してください。





該当する項目に○印を付けてください。





26条、55条の工作物を伴う場合に、この様式にその内容を記載してください。





占用のない場合は「－」と記載してください。











該当しない項目を2重取り消し線





上流から下流側を見て左側が左岸、右側が右岸です。両岸にまたがる場合は左右岸と記載してください。





字名は公図上の字名を、番地は公図地番である場合は地番名で、無番地の場合は「○○地先」と直近地番の地先名で記入してください。


別途提出の公図（写）の申請箇所と合致させてください。





物件数が多い場合は、別紙「河川占用工作物等一覧表」を作成し整理してください。





工期は余裕をもって設定してください。





永続的なものは存置の期間の記載は不要です。





申請物件を赤字で明記し、「申請箇所」と朱書きしてください。





河川名と流水方向を記載してください。





申請箇所





縮尺を記載してください。





方位を記載してください。





申請に係る行為によって当該河川に影響があると判断される地域まで実際に測量して、図面を作成してください。














申請橋梁





　


○○


橋





上流から下流を見て左側に左岸がくるように作成してください。　　　　　











申請作業ヤード





工作物等の延長等数値を記載してください。





横断面図に照合できるよう側点を記載してください。





堤防、護岸等の河川管理施設や水制、奇州等の状況、流水方向、道路の位置等申請に係る区域の平面的な外形を正しく図示してください。





河川区域線（赤の実線）、河川保全区域線（黄色の実線）、河川改修計画法線（緑の点線）、河川用地境界線（一点鎖線）、申請工作物等（橙色等申請内容が分かる色表示で）を正しく図示してください。





10.00





計画地盤高


水路天地





側点








5.00





15.00





水路断面








勾　配





計画水路高





地盤高





追加距離








短距離














12.75


           


12.75　　　　


12.75





12.70


12.54


12.43


12.43











12.35


12.16











12.25











12.16


12.25





12.22











12.11

















11,809





11.777


11.759





11.722


11.711


11.700


12.070


12.065








11.992


11.980











11.892











11.799


11.791


11.797


11.773











11.658

















12.75





12.75


12.75





12.70


12.41


11.68


12.43











12.41


12.41











12.41











11.84


11.80





11.84











11.82

















0.00





6.50


10.03





17.50


19.63


21.73


22.83











37.50


39.83











57.50











76.00


77.50





81.00











97.50

















0.00





6.50


3.53





7.47


2.13


2.10


1.10











14.67


2.33











17.67











18.50


1.50





3.50











16.50














自由勾配側溝(300X1100)          　　　　 U=3000

















17.50





11.00


7.47





No.32


17.87


15.77


14.67











No.31


17.67











No.30











1.50


No.29





16.50











No.28








11.809





300Ｘ1100





11..700


12.070








側点、短距離、追加距離、現況の川床高、右岸堤防、左岸堤防、将来川床高、計画の川床高。高水位、堤防高、工作物又は土地の形状変更の高さについて、各側点ごと数値を記載してください。





11..791


11.797











測量に際しては、両岸堤防の各堤内地側の状況が分かる程度の範囲まで測量してください。


縮尺を記載してください





図面に河川区域線〔赤の実線〕、河川保全区域線〔黄色の実線〕、河川用地境界線〔一点鎖線〕、申請工作物等〔オレンジ色等申請内容が分かる色表示で〕を記入の上、河川改修計画の計画河床、定規断面、計画高水位を、数値を付けて記載してください。





上流から下流を見て、左側に左岸がくるように作成してください。





現況河床、堤防、護岸、現況地盤等を数値を付けて記入の上、工作物等の計画内容を数値を付けて図示してください。








余裕高を記載してください





申請樋管


12.300





河川用地境界線





河川保全区域線





河川区域線





河川保全区域線





河川区域線





将来　改修計画定規断面








現況断面





600





ＨＷＬ　　13.550





12.100





14.200





《左岸》





《右岸》





14.150





実測図を利用して、工作物、土地の形状変更等の求積図を作成してください。





縮尺を記載してください。





求積図の河川区域内の河川用地（占用部分）はピンクで、他の管理者の土地（私有地、道路管理者が管理する道路等は茶色）で、河川保全区域内は黄色で着色してください。








河川保全区域線





河川区域線





河川区域線





河川保全区域線





求積法は、原則として三斜求積法（三角形による求積）により行ってください。





   2.71





    9.36


7.15





2.56











2.78








  7.23











2.78





                              2.51


     6.13


    


                           8.43


      10.25





4.05


                         4.31


                           











             ①























   3.37











9.27











3.37











小数点以下２桁までの数値を入れて計算してください。





同一図面上に計算表


を記載し、河川区域内（占用、その他を別々に）と河川保全区域内を別々に記載してください。





工作物設置に伴う部分での掘削等土地の形状変更については、記載不要です。





面積、延長の単位は、小数点以下２桁まで記載してください。





種類･規模･構造･能力のそれぞれについて、具体的に記入してください。





土地の形状変更については、土量計算し、㎥数を記載してください。





縮尺を記載してください。





方位を記載してください











申請工作物


（橋梁）





河川区域線（赤の実線）


河川保全区域（黄色の実線）


申請工作物等（橙色等申請内容が分かる色表示で）を記載してください。





河川名と流水方向を記載してください。





申請箇所及びその周辺の土地所有者名等を記載してください。





番地、地目、面積、所有者住所･氏名を記載してください








大字名、字名を記載してください。





転写年月日、転写場所、転写者名を余白に記載してください。










